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道
の
駅「
第
３
ス
テ
ー
ジ
」

地
域
の
観
光
・
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
強
化
へ

道
の
駅
の「
第
３
ス
テ
ー
ジ
」へ

今
後
の
基
本
的
な
方
向
性

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応

法
人
化
後
の
運
営
と
主
な
事
業

頻
発
化
・
激
甚
化
す
る

災
害
へ
の
対
応

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応

官民連携事業を促進
「全国道の駅連絡会」が法人化
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「
道
の
駅
」
は
、
平
成
５
年
の
制
度
創
設
以
来
、
四
半
世
紀
が
経
過
し
た
。
全
国
の
道
の
駅
は
現
在
１
１
６
０
カ
所
に
成

長
し
、
認
知
度
も
大
幅
に
高
ま
り
、
年
間
２
億
人
以
上
の
利
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
国
土
交
通
省
で
は
、
道
の
駅
に
対
す
る

地
方
創
生
の
拠
点
と
し
て
の
さ
ら
な
る
期
待
の
高
ま
り
を
踏
ま
え
、
今
年
１
月
、
新
「
道
の
駅
」
あ
り
方
検
討
会
（
委
員
長

＝
石
田
東
生
・
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）
を
設
置
し
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
（
第
３
ス
テ
ー
ジ
）
に
向
け
た
議
論
を
開
始
し
た
。

今
年
５
月
に
は
、
中
間
整
理
の
と
り
ま
と
め
を
行
い
、
引
き
続
き
、
観
光
や
防
災
を
は
じ
め
と
す
る
今
後
の
取
り
組
み
の
強

化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
動
き
に
合
わ
せ
て
、
全
国
の
道
の
駅
の
設
置
者
（
市
町
村
等
）
で
組
織
さ

れ
る
「
全
国
道
の
駅
連
絡
会
」
で
も
、
利
用
者
や
地
域
か
ら
の
さ
ら
な
る
期
待
や
信
頼
に
応
え
て
い
く
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

任
意
団
体
か
ら
、
今
年
５
月
に
は
一
般
社
団
法
人
に
移
行
し
、
民
間
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
主
体
と
の
連
携
や
、
地
域
に

活
性
化
を
も
た
ら
す
着
実
な
仕
組
み
を
創
造
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
る
。

　
全
国
道
の
駅
連
絡
会
は
、
平
成


年

月
に
発
足
以
来
、
任
意
団

体
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
き
た

が
、
今
年
５
月
か
ら
一
般
社
団
法

人
に
移
行
し
た
。
法
人
化
の
目
的

は
、
①
民
間
を
は
じ
め
と
す
る
多

様
な
主
体
と
の
「
新
た
な
連
携
」

の
構
築
②
地
域
に
活
性
化
を
も
た

ら
す
着
実
な
仕
組
み
の
創
造
③
全

国
組
織
と
し
て
の
機
能
強
化
、
経

営
体
制
の
透
明
化
④
道
の
駅
全
体

が
利
用
者
や
地
域
か
ら
の
さ
ら
な

る
期
待
や
信
頼
に
対
応
す
る
こ
と

―
と
し
て
い
る
。

　
道
の
駅
は
、
中
山
間
地
域
に


％
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
中
山
間

地
域
に
お
け
る
全
国
の

年
先
を

行
く
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
な

ど
の
課
題
に
対
応
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
個
々
の
道

の
駅
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
「
病
院
や
役
場
機
能
の
集

積
化
な
ど
地
域
経
営
の
拠
点
と
し

て
の
機
能
を
強
化
す
る
た
め
の
支

援
の
充
実
や
、

時
間
利
用
可
能

な
ベ
ビ
ー
コ
ー
ナ
ー
や
妊
婦
向
け

優
先
駐
車
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
重
点

整
備
の
推
進
な
ど
、
子
育
て
応
援

施
設
の
整
備
を
促
進
す
る
必
要
が

あ
る
」
（
国
交
省
）
。
な
お
、
子

育
て
応
援
施
設
に
つ
い
て
は
、

「
直
轄
道
の
駅
」
に
つ
い
て
、
今

後
３
年
間
で
整
備
を
完
了
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
新
規
登
録
の
要

件
に
つ
い
て
も
施
設
設
置
を
要
件

に
追
加
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
連
携

の
観
点
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
地
域
や
道
の
駅
を
担
う
人

材
育
成
を
強
化
し
、
地
域
の
希
望

を
生
む
取
り
組
み
を
促
進
す
る
た

め
、
「
大
学
な
ど
と
の
連
携
に
よ

る
若
者
の
実
習
や
交
流
の
場
と
し

て
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け

入
れ
、
連
携
企
画
に
よ
る
商
品
開

発
の
推
進
を
は
じ
め
、
各
地
区
に

お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
成

果
発
表
会
や
全
国
グ
ラ
ン
プ
リ
の

実
施
に
よ
る
大
学
な
ど
の
参
加
意

欲
の
促
進
な
ど
が
必
要
で
あ
る
」

（
同
）
。

　
こ
の
ほ
か
「
交
通
結
節
機
能
の

強
化
」
や
「
道
の
駅
ブ
ラ
ン
ド
の

維
持
向
上
」
な
ど
に
向
け
た
取
り

組
み
の
方
向
性
が
整
理
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
秋
に
は
、
同
検
討
会
の

と
り
ま
と
め
と
し
て
の
提
言
が
な

さ
れ
る
予
定
だ
。

　
こ
れ
ま
で
道
の
駅
は
、
平
成
５

年
か
ら
の
第
１
ス
テ
ー
ジ
と
し
て

「
通
過
す
る
道
路
利
用
者
へ
の
サ

ー
ビ
ス
提
供
の
場
」
、
平
成

年

か
ら
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
と
し
て

「
道
の
駅
自
体
が
目
的
地
と
な

る
」
こ
と
を
方
針
と
し
て
、
各
設

置
者
や
運
営
者
に
よ
る
自
由
な
発

想
で
成
長
し
て
き
た
。

　
令
和
元
年
６
月
現
在
で
、
全
国

の
道
の
駅
は
１
１
６
０
カ
所
を
数

え
、
年
間
延
べ
約
２
億
４
千
万
人

（
平
成

年
）
が
利
用
し
、
約
２

５
０
０
億
円
（
同
）
の
売
り
上
げ

が
あ
る
と
い
う
。

　
観
光
を
わ
が
国
の
基
幹
産
業
へ

と
成
長
さ
せ
、
観
光
先
進
国
の
実

現
を
目
指
し
、
訪
日
外
国
人
旅
行

者
数
を
、２
０
２
０
年
４
千
万
人
、

２
０
３
０
年
６
千
万
人
と
す
る
こ

と
な
ど
が
政
府
目
標
と
し
て
策
定

さ
れ
て
い
る
。
観
光
を
地
方
創
生

に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
地
方
部

へ
の
外
国
人
旅
行
者
の
訪
問
を
増

大
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

地
域
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
大

き
な
役
割
を
担
う
道
の
駅
に
お
い

て
、
受
け
入
れ
環
境
の
強
化
な
ど

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
熊
本
地
震
、
平
成

年
７
月
豪

雨
な
ど
、
近
年
、
全
国
各
地
で
自

然
災
害
が
頻
発
化
、
激
甚
化
し
て

お
り
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
今
後


年
の
発
生
確
率
は
最
大

％
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
今
後
の

災
害
へ
の
備
え
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
。
道
の
駅
は
新
潟
県
中
越
地

震
以
来
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
役

割
が
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
地
域

住
民
は
も
と
よ
り
、
利
用
者
や
増

加
す
る
外
国
人
へ
の
対
応
、
広
域

的
な
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
な

ど
、
さ
ら
な
る
機
能
強
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
道
の
駅
の
約
８
割
は
中
山
間
地

域
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

年
先

を
行
く
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め

の
病
院
、役
場
機
能
の
集
積
化
や
、

子
育
て
応
援
施
設
の
整
備
な
ど
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
強
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
道
の
駅
を
巡
る
背
景

に
対
応
す
る
た
め
、
国
交
省
は
、

「
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
（
第
３
ス
テ

ー
ジ
）
」
と
し
て
の
取
り
組
み
が

必
要
と
し
て
、
今
後
５
年
間
で
の

取
り
組
み
を
想
定
し
た
既
存
施
策

の
深
化
や
新
た
な
施
策
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
以
降
も
成
果
を
確

認
し
つ
つ
、
社
会
ニ
ー
ズ
な
ど
を

踏
ま
え
、
定
期
的
に
ス
テ
ー
ジ
の

見
直
し
を
行
う
予
定
だ
。

　
道
の
駅
は
、
地
域
の
ゲ
ー
ト
ウ

ェ
イ
と
し
て
、
そ
の

％
に
観
光

案
内
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

外
国
人
案
内
所
の
認
定
は
９
％
に

過
ぎ
な
い
な
ど
、
訪
日
外
国
人
旅

行
者
の
受
け
入
れ
環
境
に
関
す
る

課
題
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
個
々

の
道
の
駅
に
お
け
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
外
国
人
案
内
所
と
し

て
の
認
定
の
推
進
や
支
援
の
充

実
、
体
験
型
の
取
り
組
み
の
充
実

（
モ
ノ
か
ら
コ
ト
へ
）
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

情
報
提
供
機
器
や
電
子
決
済
シ
ス

テ
ム
の
導
入
、
海
外
研
修
生
の
活

用
、多
様
な
訪
問
客（
ム
ス
リ
ム
、

ヒ
ン
ズ
ー
等
）
へ
の
対
応
な
ど
が

必
要
と
い
え
る
。

　
な
お
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
認
定
外
国
人

案
内
所
に
つ
い
て
は
、
全
国
で
１

１
２
３
カ
所
あ
る
が
、
道
の
駅
は

１
１
２
カ
所
（
約

％
）
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
案

内
所
が
あ
る
「
直
轄
道
の
駅
（
２

０
２
駅
）
」
に
つ
い
て
は
今
後
３

年
間
で
全
て
の
駅
で
認
定
を
取
得

す
る
こ
と
と
し
、
地
方
が
管
理
す

る
道
の
駅
と
合
わ
せ
て
、
約
３
０

０
駅
で
認
定
を
取
得
す
る
こ
と
を

当
面
の
目
標
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
連
携

の
観
点
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
「
道
の
駅
」
ブ
ラ
ン
ド
の

海
外
展
開
を
強
化
す
る
た
め
、
観

光
庁
や
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
と
の
連
携
に
よ

る
道
の
駅
の
存
在
の
海
外
へ
の
発

信
や
、
海
外
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
展
開
な
ど
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。
広
域
的
な
観
光
連
携
を
推
進

す
る
た
め
、
道
の
駅
に
よ
る
旅
行

業
免
許
の
取
得
や
周
辺
の
道
の
駅

と
連
携
し
た
旅
行
商
品
開
発
、
Ｄ

Ｍ
Ｏ
と
の
連
携
に
よ
る
観
光
地
域

づ
く
り
や
、
風
景
街
道
な
ど
の
道

路
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
な
ど

も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
道
の
駅
の
海
外
へ
の
発

信
に
つ
い
て
は
、今
年
４
月
か
ら
、

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
実

施
中
で
あ
り
、
今
後
、
ア
ク
セ
ス

数
や
ア
ク
セ
ス
ロ
グ
の
分
析
な
ど

の
実
施
に
よ
り
、
よ
り
効
果
的
な

発
信
に
つ
い
て
検
討
す
る
予
定

だ
。

　
ま
た
、
道
の
駅
の
海
外
展
開
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
ベ
ト
ナ
ム
や

タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
で
設
置

が
進
ん
で
お
り
、
今
後
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
も
、
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州

で

カ
所
程
度
の
整
備
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。

　
国
交
省
は
今
年
５
月
、
「
道
の

駅
セ
ミ
ナ
ー
」を
現
地
で
開
催
し
、

日
本
側
か
ら
道
の
駅
の
仕
組
み

や
、
特
に
道
の
駅
を
介
し
た
地
域

振
興
の
取
り
組
み
を
紹
介
。
南
ス

ラ
ウ
ェ
シ
州
か
ら
は
、
日
本
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
道
の
駅
を
通

じ
て
、
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
の
発
展
を
図
り
た
い
と
の
ニ

ー
ズ
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
７
月

に
は
、
日
本
か
ら
短
期
の
専
門
家

を
派
遣
し
て
技
術
支
援
を
行
う
な

ど
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
道
の
駅

の
実
現
に
向
け
て
、
両
国
の
交
流

を
深
め
て
い
く
予
定
だ
。

　
道
の
駅
は
、
大
規
模
災
害
時
に

一
時
避
難
所
と
し
て
活
用
さ
れ
る

な
ど
、
そ
の

％
が
地
域
防
災
計

画
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
の
策
定
は
１
％
に
過

ぎ
な
い
な
ど
運
用
面
で
の
課
題
が

あ
る
。
こ
の
た
め
、
個
々
の
道
の

駅
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の

位
置
付
け
の
推
進
、
耐
震
化
や
無

電
源
装
置
な
ど
の
施
設
整
備
の
推

進
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
の
推
進
、
地

域
の
防
災
訓
練
や
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
、
災
害
時
の
訪
日
外
国
人
へ
の

情
報
提
供
、
支
援
の
充
実
な
ど
の

防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
連
携

の
観
点
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
災
害
時
の
広
域
的
な
対
応

を
強
化
す
る
た
め
、
広
域
的
な
防

災
拠
点
と
な
る
道
の
駅
の
明
確

化
、
広
域
的
な
防
災
拠
点
と
な
る

道
の
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
強

化
、
被
災
し
た
道
の
駅
に
対
す
る

周
辺
道
の
駅
で
の
商
品
販
売
や
募

金
活
動
な
ど
、
官
民
連
携
に
よ
る

広
域
的
な
支
援
活
動
の
充
実
な
ど

が
必
要
と
い
え
る
。
こ
の
た
め
、

「
直
轄
道
の
駅
」
に
つ
い
て
、
今

後
３
年
間
で
先
導
的
に
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
と
し
、
併
せ
て
、

「
地
方
の
道
の
駅
」
に
つ
い
て
も

地
方
整
備
局
な
ど
か
ら
設
置
者
へ

の
働
き
掛
け
な
ど
を
実
施
す
る
予

定
だ
。

　
全
国
に
展
開
し
て
い
る
強
み
を

生
か
し
、「
『
個
か
ら
面
（
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）』と
し
て
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
」

（
国
交
省
）
。
ま
た
、「
地
方
創
生

を
加
速
す
る
た
め
、
民
間
の
地
域

活
性
化
な
ど
の
新
た
な
技
術
、
ア

イ
デ
ア
の
活
用
や
、
風
景
街
道
や

道
守
な
ど
道
路
関
係
団
体
と
の
連

携
に
よ
る
道
路
サ
ー
ビ
ス
の
魅
力

の
向
上
な
ど
、
多
様
な
主
体
と
の

『
新
た
な
連
携
』
を
促
進
す
る
必

要
が
あ
る
」（
同
）と
し
て
い
る
。

　
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
全

国
的
な
モ
デ
ル
と
し
て
特
に
優
れ

た
機
能
を
持
つ
道
の
駅
を
指
定
す

る
「
モ
デ
ル
道
の
駅
」
制
度
に
つ

い
て
、
「
テ
ー
マ
設
定
や
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
な
ど
も
含
め
、
顕
彰
の

あ
り
方
の
改
善
、
『
道
の
駅
の
新

規
登
録
要
件
』
と
し
て
、
地
域
特

性
を
う
ま
く
活
用
で
き
る
よ
う
簡

素
な
も
の
と
し
つ
つ
、
防
災
な
ど

公
共
的
な
拠
点
性
に
関
す
る
基
本

的
な
機
能
の
付
加
や
面
的
な
取
り

組
み
の
方
向
性
や
地
域
へ
の
働
き

掛
け
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
」
（
同
）
。

　
法
人
化
後
の
全
国
道
の
駅
連
絡

会
は
、
新
た
に
民
間
を
賛
助
会
員

と
し
、
事
務
局
に
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
た
運
営
を
導
入
す
る

な
ど
、
民
間
の
技
術
、
ア
イ
デ
ア

を
広
く
活
用
で
き
る
体
制
を
構
築

し
た
。
こ
の
体
制
の
も
と
、
道
の

駅
の「
公
益
」「
経
営
」「
収
益
」

の
三
つ
の
機
能
の
強
化
に
関
す
る

取
り
組
み
を
面
的
に
支
援
す
る
と

と
も
に
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を

目
指
す
。

　
「
公
益
機
能
」
に
つ
い
て
は
、

災
害
で
被
災
し
た
道
の
駅
と
、
周

辺
の
復
旧
活
動
を
支
え
る
た
め
、

被
災
駅
周
辺
で
の
商
品
販
売
、
全

国
的
な
支
援
募
金
活
動
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
策
定
支
援
な
ど
を
行
う
と
と
も

に
、
今
後
の
道
の
駅
を
担
う
若
者

を
地
域
と
と
も
に
育
て
て
い
く
た

め
、
大
学
な
ど
と
連
携
し
た
受
け

入
れ
体
験
や
商
品
開
発
、
学
生
活

動
成
果
の
全
国
コ
ン
テ
ス
ト
の
開

催
な
ど
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
「
経
営
機
能
」
に
つ
い
て
は
、

外
国
人
観
光
客
で
も
買
い
物
が
し

や
す
い
電
子
決
済
の
導
入
を
促
進

す
る
た
め
、
共
同
で
の
電
子
決
済

シ
ス
テ
ム
の
導
入
支
援
や
決
済
手

数
料
の
調
整
な
ど
を
行
う
と
と
も

に
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
顧
客
情
報
を

活
用
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、

各
道
の
駅
の
課
題
を
集
約
し
た
支

援
要
望
活
動
な
ど
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
「
収
益
機
能
」
に
つ
い
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
て
地
域
商
品
の
販
売
、
Ｐ
Ｒ

を
促
進
す
る
た
め
、
共
同
で
の
ネ

ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
入
支
援
、

出
店
手
数
料
の
調
整
な
ど
を
行
う

と
と
も
に
、
大
都
市
な
ど
に
お
け

る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
開
設
、

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
し
て
全
国
の

地
域
商
品
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　
「
道
の
駅
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
」

の
た
め
、道
の
駅
の
商
標
の
管
理
、

商
標
を
活
用
し
た
民
間
と
の
商
品

開
発
な
ど
を
通
じ
て
、
選
ば
れ
る

道
の
駅
、
愛
さ
れ
る
道
の
駅
の
た

め
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
貢
献
す

る
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
推
進
し
て
い

く
た
め
、
全
国
道
の
駅
連
絡
会
に

新
た
に
「
道
の
駅
活
性
化
推
進
事

務
局
」を
今
年
８
月
に
設
置
し
た
。

推
進
事
務
局
は
、
道
の
駅
や
民
間

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
テ
ー
マ
ご

と
に
賛
助
会
員
と
事
業
契
約
を
結

び
、
全
国
の
道
の
駅
へ
の
展
開
を

図
る
予
定
だ
。


